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色
彩
心
理
学
と
陰
陽
五
行
・冬
編 

 

冬
に
弱
り
や
す
い
腎
・
膀
胱
系 

 

十
一
月
七
日
に
立
冬
を
向
か
え
る
と
、
季
節
は
い
よ
い
よ

冬
を
迎
え
ま
す
。
冬
場
に
弱
り
や
す
い
臓
器
が
陰
陽
五
行
の

腎
・
膀
胱
系
で
、
腎
が
弱
っ
て
く
る
と
顔
の
く
す
み
や
目
の

下
の
黒
ず
み
、
シ
ミ
や
ホ
ク
ロ
、
そ
ば
か
す
、
し
わ
と
い
っ

た
黒
色
が
皮
膚
に
出
や
す
く
な
り
ま
す
。黒
は
老
化
や
腐
敗
、

停
滞
、
陰
気
、
恐
怖
を
表
す
色
で
、
お
腹
で
腸
内
腐
敗
が
起

こ
る
と
腹
黒
く
な
り
、
腐
敗
毒
素
が
血
液
中
に
漏
れ
出
す
と

血
液
の
流
れ
が
停
滞
し
、
老
廃
物
が
蓄
積
す
る
こ
と
で
体
が

黒
ず
む
と
い
っ
た
老
化
現
象
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

腎
は
水
を
管
理
し
て
い
る
臓
器
で
す
が
、
水
は
陰
気
の
象

徴
で
、
冬
場
に
水
分
を
多
く
摂
り
す
ぎ
る
と
体
が
冷
え
や
す

く
な
り
、
お
し
っ
こ
が
近
く
な
り
ま
す
。
腎
は
冷
え
に
弱
い

臓
器
で
あ
る
た
め
、
冬
場
は
水
分
を
控
え
、
利
尿
作
用
の
あ

る
昆
布
や
ひ
じ
き
、
干
し
わ
か
め
、
あ
ら
め
と
い
っ
た
黒
色

の
乾
物
や
、
黒
豆
の
煮
物
、
ゴ
マ
塩
、
黒
米
の
ご
は
ん
、
そ

ば
な
ど
の
黒
色
食
品
で
腎
を
あ
た
た
め
て
老
化
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。 

 黒
色
が
及
ぼ
す
心
身
へ
の
影
響 

 

日
本
で
は
、
昔
か
ら
下
着
に
黒
色
を
用
い
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
お
そ
ら
く
体
の
新
陳
代
謝
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
直

感
的
に
知
っ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
若

い
女
性
に
黒
色
の
下
着
や
ス
パ
ッ
ツ
が
人
気
の
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
黒
色
に
意
識
や
体
を
引
き
締
め
る
働
き
が
あ
り
、

痩
せ
て
見
え
る
こ
と
か
ら
、
黒
色
の
衣
類
を
ま
と
う
人
が
増

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
、
イ
ン
ナ
ー
に
は
冷
え 

     

 

や
血
液
の
停
滞
、
冷
え
を
も
た
ら
す
黒
色
は
避
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
礼
服
な
ど
で
黒
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る

と
き
に
は
、イ
ン
ナ
ー
に
白
色
の
シ
ャ
ツ
な
ど
を
用
い
る
と
、

黒
色
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
人
は
自
分
の
心
の
内
面
を
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い

う
心
理
が
働
く
と
、
黒
色
の
服
を
着
た
く
な
る
よ
う
で
す
。

古
代
よ
り
黒
猫
や
カ
ラ
ス
、
熊
は
魔
女
や
神
の
使
い
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
お
そ
ら
く
黒
色
の
動
物
が
、
あ
の
世
と
こ

の
世
を
結
ぶ
介
在
役
を
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
く
ま
も
ん
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
人
気
な
の
は
、
も
し
か
し

た
ら
、
自
分
の
内
面
に
も
っ
と
目
を
向
け
な
さ
い
よ
！
と
い

う
天
か
ら
の
指
示
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。 

最
近
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

他
に
も
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ブ
ラ

ッ
ク
マ
ン
デ
ー
な
ど
の
よ
う
に
ブ
ラ
ッ
ク
に
は
、
非
合
法
的

と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。ア
メ
リ
カ
の
禁
酒
法
時
代
、

暗
黒
街
の
ボ
ス
・
ア
ル
カ
ポ
ネ
は
裏
社
会
の
黒
幕
で
し
た
。

黒
色
は
恐
怖
を
表
す
色
で
も
あ
る
た
め
、
暗
闇
や
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
、
ダ
ー
ス
ベ
ー
ダ
ー
（
暗
黒
卿
）
と

い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
何
と
な
く
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま

す
。 映

画
の
上
映
な
ど
で
使
わ
れ
る
暗
幕
が
光
を
遮
る
よ
う
に
、

実
は
黒
は
光
を
吸
収
す
る
色
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
黒
色
食

品
は
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
吸
収
し
て
い
る
の
で
、
体
内

の
闇
（
邪
気
）
を
祓
っ
て
く
れ
る
力
が
強
い
と
い
え
ま
す
。 

ま
た
、
黒
は
謙
虚
さ
を
表
す
色
で
も
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ー

マ
ル
ド
レ
ス
に
黒
色
が
使
わ
れ
る
の
は
、
自
ら
を
控
え
目
に

し
て
主
役
を
引
き
立
た
せ
る
働
き
が
あ
る
か
ら
で
す
。
黒
子

に
徹
す
る
と
い
う
表
現
は
、
影
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
い

う
内
助
の
功
（
女
性
性
）
を
表
し
、
黒
板
は
白
色
を
引
き
立

た
せ
ま
す
。
ま
た
、
漆
器
や
仏
像
の
よ
う
な
黒
光
り
す
る
も 

  

の
に
は
奥
ゆ
か
し
さ
が
あ
り
、
黒
塗
り
の
車
や
黒
船
、
黒
い

ソ
フ
ァ
ー
に
は
威
厳
や
風
格
を
感
じ
ま
す
。 

他
に
も
、
持
続
力
、
継
続
力
、
忍
耐
力
が
増
す
と
い
う
よ

い
面
が
あ
り
ま
す
。
最
近
流
行
り
の
黒
麹
仕
込
の
焼
酎
や
、

黒
門
市
場
、
黒
潮
に
は
女
性
的
な
水
の
力
を
感
じ
ま
す
し
、

書
道
の
世
界
が
昔
か
ら
継
続
し
て
い
る
の
も
、
黒
の
持
つ
力

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
黒
髪
に
黒
い
瞳
を
持
つ
日
本
人
は
忍

耐
力
が
強
く
、
戦
後
の
大
変
な
混
乱
期
を
乗
り
越
え
て
今
日

の
日
本
を
発
展
に
導
い
て
き
ま
し
た
。 

 

黒
色
の
補
色
・
黄
色 

 
 

黒
色
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
打
ち
消
す
色
が
黄
色
（
金
色
）
で

す
。
例
え
ば
、
黒
塗
り
の
ピ
ア
ノ
の
蓋
の
内
側
に
は
金
色
で

メ
ー
カ
ー
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
し
、
黒
い
学
生
服
の
ボ
タ

ン
や
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
、
革
靴
、
カ
バ
ン
、
神
輿
（
み
こ

し
）、
山
車
（
だ
し
）、
霊
柩
車
、
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ
う
）
に

も
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
金
色
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
独

特
の
伝
統
工
芸
の
蒔
絵
は
漆
器
に
金
箔
で
絵
柄
が
描
か
れ
た

も
の
で
す
。
金
色
が
黒
色
に
華
や
か
さ
や
高
級
感
を
与
え
て

く
れ
る
の
で
、
黒
髪
や
黒
い
ド
レ
ス
に
は
金
色
の
髪
飾
り
や

ネ
ッ
ク
レ
ス
が
合
い
ま
す
ね
。 

  黒
色
食
品
の
活
用 

 

食
事
の
場
合
は
、
も
ず
く
に
は
レ
モ
ン
や
金
時
生
姜
、
ひ

じ
き
に
は
豆
や
ア
ゲ
、
醤
油
に
は
生
姜
を
添
え
る
と
見
た
目

が
美
し
く
な
り
ま
す
。
以
前
、
イ
カ
墨
の
パ
ス
タ
に
金
箔
が

ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
黒

色
の
持
つ
陰
気
な
面
に
陽
気
な
パ
ワ
ー
を
入
れ
て
く
れ
る
の

が
黄
色
や
金
色
な
の
で
、
上
手
に
用
い
る
と
よ
い
で
す
ね
。

黒
色
の
よ
い
面
を
生
か
し
て
、
冬
場
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。 
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酵素で疲れ知らず！  

糀のおかげ  

200g 2,160 円（税込）  

原材料：米（うきは産・農薬不使用） 

 

私たちの生命維持には酵素が必要です。なぜなら酵素は食物の栄養を消化・吸収しやす

く分解し、エネルギーに変える働きをもっているからです。麹には酵素が 30 種類以上
含まれていると言われています。さらに、麹菌の代謝の過程で生成されるビタミン類は

疲労回復を助け、お肌の代謝を促進します。 
「糀のおかげ」は、福岡県うきは市で自然栽培された米で作った麹を乾燥し、低温で焙

煎しました。火入れをしているので発酵することはありませんが、麹のもつ有効成分を
余すことなく摂取できます。携帯に便利な粉末タイプなので、いつでもどこでも糀（麹）

を摂取できます。 

飲み方 
 
・小さじ 2杯にお湯を 150ccくらい注ぎ、よく混ぜてお飲みください。 

・ムスビの会から出ている「スギナとよもぎ微粉末」や「玄米ミクロン」、 

「玄米クリーム」に小さじ 1～2杯程度混ぜることで、より美味しくなります。 

・コーヒーや紅茶、穀物ティーなど、苦味のある飲み物に小さじ 1～2杯程度混

ぜるとまろやかになります。 

・プチ断食中に、酵素ドリンクや甘酒の代わりとしてお飲みいただくと、空腹

感が軽減され、実践しやすくなります。 

・お好み焼きやたこ焼きの粉などに混ぜることで、胃にもたれにくくなります。 

・煮物などに用いることで、お腹の調子が整いやすくなります。 

・甘いものが食べたい時に飲用すると、甘いものへの欲求軽減につながります。 
 

麹（糀）とは？ 
 
蒸した米や麦、大豆などの穀
物に麹菌という微生物を繁
殖させたもの。 

麹菌は「ニホンコウジカビ」
（アスペルギルス・オリゼー）と呼
ばれ、日本風土（高温多湿）に
適した日本独自の菌です。 

 

 
消化促進 有害重金属 

の排泄 

 
美肌 

 
ストレス 

 
疲労回復 

腸内環境 
を整える 

分解酵素 
アミラーゼ 

（でんぷん質） 

プロテアーゼ 
（たんぱく質） 

リパーゼ 

（脂肪） 

 

コウジ酸 

キレート作用 

 

ビタミン B群の生成 
肌の代謝促進 
 

コウジ酸 
メラニンの生成を抑制 

ビタミン B群の生成 

筋肉や神経の疲れをやわ

らげる。（ビタミン B1） 

栄養素をエネルギーに変

える。（ビタミン B1、B2、B6） 

オリゴ糖 
善玉菌のエサ 

コウジ酸 

腸内のトリプトファ

ンとビタミン B6を 
セロトニンに合成 

 

麹の主な 

働き 

こんな方におすすめ 

食後に眠くなる 

食後に甘いものが食べたくなる 

疲れやすく、体がだるい 

お腹がすくとイライラする 

お腹がすくと手足に力が入らない 

お通じが悪い 

肌荒れが気になる 

いつも心配・不安症 

気力が湧かない 

甘いものがやめられない 

ダイエット 

 


